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12．1231－IMPの肝細胞癌への集積についての検討
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　肝の占拠性病変8例に対して，1231－IMPによる

SPECT像を作製し，検討した．肝細胞癌5例のうち，

2例でCTにて造影効果が認められる部位に一致して

異常集積を認め，腫瘍の壊死部分には集積を認めなかっ

た．転移性肝癌，肝血管腫では集積を認めなかった．

1231－IMPによる肝シンチグラムで肝細胞癌に異常集積

を呈するものがあることは，IMPの腫瘍親和性の本質

を探る上で1つの手がかりを与えるものと考えられる．

13．123HMP　SPECTでCrossed　Cerebellar　Diaschisis

　　を認めた症例の検討
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　1231－IMP　SPECTでCCDを呈した症例において，大

脳と小脳の各領域に関心領域を設定し，RI　co皿t値を

測定することにより脳血流の状況について半定量的に検

討し，有用であった．CCDの程度と障害側大脳半球の

血流低下の程度に明らかな相関関係は認め難かった．

CCDの発現には，その他に発症後の期間，病変の部位，

大きさなど複雑な要因が絡んでいるためと思われる．治

療による大脳半球の血流の改善に伴い，CCDも改善し

た症例があった．また，橋梗塞で対側小脳半球に血流低

下を認めた症例があったが，皮質橋小脳路を直接障害し

たためと思われ，CCDの発生機序を考える上で興味あ

る症例であった．

14．99mTc－HM・PAOを用いた負荷脳血流シンチグラフ

　　ィの基礎的検討
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　99mTc標識エキサメタジム（d，　I　HM－PAO）は，静注

後初回循環で急速に脳内に取り込まれ，局所脳血流量に

比例して脳組織内に分布し，以後長時間にわたり保持さ

れる性質を有する．今回われわれは，この優れた特徴を

利用し，安静時脳血流シンチグラフィとDiamoxによる

負荷時脳血流シンチグラフィの両検査を同日に行うため

に，4－HEADカメラを用い基礎的検討を行った．検討

は，　99mTc－HM－PAOの標識率の時間経過，　Diamox混入

による標識率変化，正常者および脳疾患者へのDiamox

投与による影響について行った．その結果，標識率は時

間経過とともに低下し，Diamoxの添加によりさらに低

下することが認められた．そこで補正法を確立し，

Diamox負荷の評価を補正法により行うと，正常群およ

び疾患群における正常部位の血流を増加させることが認

められ，病変部位の脳循環予備能を定量的に評価できる

可能性が示唆された．

15．4－head　SPECT装置による脳血流シンチグラフィの

　　基礎的検討
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　頭部専用4－Head回転型SPECT装置（SPECT－2000H－

40：日立）によるIL’31－IMP静注後早期の脳血流SPECT

像について検討を行い，以下の結果を得た．

　1）1231－IMP静注後7～10分のSuper　Early　SPECT

像は，35～51分のEarly　SPECT像に比して，低灌流域

と正常領域のコントラストの向上が認められた．

　2）1231・IMP静注後7～10分のSuper　Early　SPECT

像により得られたrCBF値は，35～51分のEarly　SPECT

像によるそれとは，良好な正相関（r－0．91）を示した．
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